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◆水道水の環境放射線量水準調査結果◆

放射性ヨウ素 放射性セシウム
都県名  29日  30日  29日  30日
岩 手 不検出 0.36不検出 不検出
秋 田  057 035不 検出 不検出
茨 城 11  17  215 不検出
栃 木  99 81 54 34
群 馬  46 47 057 072
埼 玉  53 43 035 046
千 葉  30 20 026 0.45
東 京  5.6 5.1 051 0.90
神奈川 |19‐ |‐9 86 不検1出1不 1検出
新 潟  34 23 不検出 不検出
※文部科学省発表。単位は筋毎ちク。

お彪お遭蘭輩議宇天討梨膜藁翼轟承
福島県は県が独自に公表。
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規
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厚
生
労
働
省
は
３０
日
、

福
島
県
産
の
野
菜
４３
品
を

対
象
に
し
た
緊
急
時
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
検
査
で
、
２５
品

か
ら
食
品
衛
生
法
の
暫
定

規
制
値
を
超
え
る
放
射
性

物
質
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検
出
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れ
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と
発

表
し
た
。
最
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累積放射線量
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・浪
江
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祥
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３０
日
年
間
限
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７
倍
超

文
部
科
学
省
は
３‐
日
、

福
島
第
１
原
発
か
ら
北
西

約
３０
♂
の
福
島
県
浪
江
町

の
国
道
３
９
９
号
沿
い
で

２３
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３０
日
の
１
６
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の
累
積
放
射
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人
工
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被
ば
く
年
間
限
度

（１
０

０
０
舒
鮮
）
の
７
倍
超
と

な
る
７
４
９
０
舒
著
に
達

し
た
と
発
表
し
た
。
そ
の

ほ
か
に
累
積
放
射
線
量
が

年
間
限
度
を
超
え
た
の
は

北
西
３０
♂
の
飯
舘
村
で
４

４
４
９
密
営
、
西
北
西
３０

計
の
浪
江
町
の
別
の
地
点

で
３
４
２
８
窃
著
。

３０
日
に
採
取
し
た
水
道

水
１
♂
弓
で
は
１０
都
県
で

放
射
性
ヨ
ウ
素
０

。
３５
～

‐７
珍
、
５
都
県
で
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
０

・
４５
～
３

・

４
り
を
検
出
。
文
科
省
が

調
査
を
始
め
て
か
ら
初
め

て
、
新
た
に
岩
手
県
で
放

射
性
ヨ
ウ
素
が
０

・
３６
珍

検
出
さ
れ
た
。

大
気
中
の
環
境
放
射
線

量
を
測
定
す
る
た
め
都
道

府
県
に
設
置
す
る
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
ポ
ス
ト

（自
動
観

測
局
）
は
、
３‐
日
午
前
９

時
時
点
で
７
都
県
で
通
常

値
を
上
回

っ
た
。

一
方
、

原
発
か
ら
２０
～
６０
♂
離
れ

た
福
島
県
内
２９
カ
所
で
３‐

日
午
前
６
時
～
午
後
３
時

に
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
カ
ー
で

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
１
時

間
当
た
り
の
大
気
中
の
放

射
線
量
は
０

・
４
～
５５

。

６
舒
営
だ

っ
た
。

ま
た
、
文
科
省
は
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
カ
ー
に
よ
る
調

査
で
３０
日
、
福
島
市
で
２９

日
夕
ま
で
の
２４
時
間
で
放

射
線
量
の
増
減
が
な
か

っ

た
と
発
表
し
た
が
、
実
際

に
は
測
定
機
の
電
池
切
れ

で
線
量
測
定
が
で
き
な
か

っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
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政

府

。
民
主

党

は

３‐

日
、
東
日
本
大
震
災
の
復

旧

・
復
興
に
取
り
組
む
基

本
方
針
を
示
す

「東
日
本

人
震
災
復
旧
復
興
対
策
基

本
法
案
」
の
素
案
を
ま
と

め
た
。
災
害
に
強
い
「復
旧

復
興
ま
ち
づ
く
り
」
や
被

災
者
の
生
活
再
建
支
援
に

必
要
と
な
る
巨
額
の
財
源

を
賄
う
た
め

「復
旧
復
興

特
別
税
」
創
設
と
「震
災
国

債
」
発
行
の
検
討
を
明
記
。

特
別
税
の
具
体
策
と
し
て

は
法
人
税
、
消
費
税
、
所

得
税
な
ど
の
増
税
を
検
討

す
る
案
を
盛
り
込
ん
だ
。

素
案
は
民
主
党
の
特
別

立
法
チ
ー
ム

（中
川
正
春

座
長
）
が
政
府
と
調
整
し

作
成
し
た
。
単
な
る
イ
ン

フ
ラ
整
備
で
は
な
く

「２‐

世
紀
に
お
け
る
我
が
国
の

再

興

（
再

創

造
）
を

目

指

す
」
こ
と
を
基
本
理
念
に

う
た
い
、
５
年
間
を
「集
中

復
旧
復
興
期
間
」
と
し
て

ヒ
ト
・モ
ノ
・カ
ネ
を
投
入

す
る
方
針
を
明
記
し
た
。

国
の
対
策
を
進
め
る
態

東
京
電
力
は
３‐
日
ヽ
福

島
第
１
原
発
の
南
放
水
口

（
１
～
４
号
機
用
）
か
ら

」CO事故で死亡した
作業員2人の被ばく量

これ以上の線量では
99%以上死亡

約50%が死亡

吐き気などの症状
表れる。2号機地下の
水たまりは1000以上

リンパ球の減少

3号機の作業員
(退院)の被ばく量

発がんに影響が
出はじめる

食品の暫定規制値

厚生労働省が設けている規制値

(ltiラぁたりのベクレル値 )

牛乳・7し製品     |(乳 児)
野菜癸頁(根菜、イモ類を除く)12000

野菜類        |
茉曼交頁                 1 500

肉、卵、魚、その他    |

福島第1原子力発電所周辺の累積
線屋:驀吉昇ミ※30日現在、単位はマイクロシーベルト
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